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序文

沖縄県伊江島は、本島の本部半島西方にある。サンゴ礁に囲まれたこの島の南岸にあるナガ

ラ原東貝塚において、私たちは1998年から2002年まで、および2009年から2011年までの合計８

年間にわたって発掘調査をおこなった。熊本大学文学部考古学研究室の実習発掘調査としての

実施であるが、ここまで継続できたのは地元の皆様の温かいご援助があってのことである。海

辺の木麻黄の下で、学生たちが遺物を掘り出して目を輝かせ図面の作成や撮影に汗しつつ成長

していく姿を目で追ったのも、‘懐かしい思い出となった。

本書は、ナガラ原東貝塚においてこれまでに実施してきた発掘調査成果の最終報告書である。

発掘調査の成果については、年次ごとの報告書でもれなく公表してきたので、これらを集めれ

ば遺跡の内容は了解されるのであるが、さらに本書を作成しようと思ったのは、次の二つの理

由による。

一つは、年ごとの成果を一書にまとめ、調査によって明らかにされた遺跡全体の内容を包括

的かつ簡明に示す必要を感じたことである。いま一つは、2002年以降の沖縄考古学の進展に応

じ、ナガラ原東貝塚のもつ学術的な意味をさらに深く問う必要を感じたからである。さいわい

2009年に日本学術振興会の科学研究費を得ることができ、関連分野の研究者に協力を仰いで共

同研究を立ちあげた。こうして改めてナガラ原東貝塚に向きあい、発掘調査では包含層の地山

までの掘り下げをおこない、併行してナガラ原東貝塚にかんする諸問題（包含層の形成過程、

土器編年、貝交易、生業の復元）について検討を重ねた。

第１部は８回の発掘調査成果をまとめたものであり、第Ⅱ部は共同研究者による研究報告、

第Ⅲ部はこれらの総括である。200㎡ほどのささやかな面積の発掘調査ではあったが、遺跡が

私たちに語るものはとても多い。

本書を編むにあたり、共同研究者各位には多くのご教示とご協力を賜り、第２次調査フィー

ルドマスターの谷直子さんには編集全般にわたりご助力いただいた。鐘ケ江賢二氏には今回

とくに土器の胎土分析をお願いしご快諾いただいた。村田（旧姓前田）知聖さんには2002年調

査のデータ復元にご尽力いただき、考古学研究室の学生諸氏には日常の作業に協力いただいた。

あわせて深く感謝申し上げる。

2013年３月

木下尚子
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例

１．本書は、平成21～24年度科学研究費補助金基盤研究（Ａ）研究課題番号21242027「琉球列島先史時代後半

期における生業と交易にかんする実証的研究」（研究代表者木下尚子）の研究成果報告書である。

2．本書は３部構成をなす。第１部は発掘調査報告の部であり、沖縄県国頭郡伊江村字川平1061-１．１０６２－１．

１０７１－１番地所在のナガラ原東貝塚において、1998年から2002年、ならびに2009年から2011年の計８年にわ

たって実施した発掘調査とその出土遺物についての報告である。第Ⅱ部は論考の部であり、2009年から

2011年の発掘調査と併行して実施した科学研究費による共同研究の成果である。第Ⅲ部は総括の部で、第

１部と第Ⅱ部にもとづいて遺跡の内容を総括し、その考古学的意義を明らかにしようとするものである。

３．本報告書は、熊本大学文学部考古学研究室の実習調査（以下「実習調査｣｡）ならびに科学研究費による以

下の共同研究成果を継承するものである。

・藤江望編１９９９「Ｉナガラ原東貝塚」「考古学研究室報告」第34集熊本大学文学部考古学研究室

・谷直子編2000「Ｉナガラ原東貝塚２」「考古学研究室報告」第35集熊本大学文学部考古学研究室

・新里亮人編2001「Ｉナガラ原束貝塚３」「考古学研究室報告」第36集熊本大学文学部考古学研究室

・木村龍生編2002「Ｉナガラ原東貝塚４」「考古学研究室報告」第37集熊本大学文学部考古学研究室

・檀佳克編2003「Ｉナガラ原東貝塚５」「考古学研究室報告」第38集熊本大学文学部考古学研究室

・高松あゆみ・弘中正芳編2010「ナガラ原東貝塚６」『考古学研究室報告」第45集熊本大学考古学研究

室

・松崎友理編2011「ナガラ原束貝塚７」「考古学研究室報告」第46集熊本大学考古学研究室

・柴田亮編2012「ナガラ原東貝塚８」「考古学研究室報告」第47集熊本大学考古学研究室

・木下尚子編2003「先史琉球の生業と交易一奄美・沖縄の発掘調査から一改訂版」平成11～１３年度科学

研究費補助金基盤研究（Ｂ）（２）研究課題番号11410107「６～７世紀の琉球列島における国家形成過

程解明にむけた実証的研究」（研究代表者木下尚子）

・木下尚子編2006「先史琉球の生業と交易２－奄美・沖縄の発掘調査から一」平成14～17年度科学研究費

補助金基盤研究（Ａ）（２）研究課題番号14201043「琉球列島の農耕社会形成過程の解明に向けた実証

的研究－５～７世紀を中心に－」（研究代表者木下尚子）

４．第１部は、考古学研究室による８次の報告内容を編集したものである。編集にあたり、「考古学研究室報

告」の年次間の重複等を整理し、全体的な表現の統一と内容の総合をはかった。具体的には以下のとおり

である。

・発掘調査区の層序については、最終的な図面を掲載している。

・遺物ごとに、出土レベルを反映させた出土状況図を新たに作成した。

・植物遺体、脊椎動物遺体、貝類遺体の分析については、８次調査分のデータを集約し、年ごとのコメン

トを一つにまとめている。

．Ⅳ上層とⅣ下届は、Ⅳ届に統一し、二つを区別する必要の生じた場合に限り、Ⅳ上層をⅣ層上部、Ⅳ下

層をⅣ層下部と表現した。

５．第１部では、「考古学研究室報告」刊行後に認識された事実や、不確実な部分について再確認と修正をお

こなっている。具体的には以下のとおりである。

・シヤコガイ類（シラナミ・ヒメジャコ）については、分類基準を再度確認して改めて分類をおこなった。

、出土遺物実測図は原則として「考古学研究室報告」に掲載したものを再録しているが、図9５（貝符等実

測図）については、山野ケン陽次郎氏による実測図を掲載した。
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・第５次調査において、植物遺体用土壌サンプリングに含まれていたⅣ層の土器の報告を加えている。

・出土遺物実測図の縮尺は、原則としてl/3に統一した。

第１部では、実習調査報告書ならびに科学研究費研究成果報告書に掲載された以下のレポートを再録して

いる。

・松本幡郎2000「１.伊江島の地質｣、「考古学研究室報告」第35集

・当山昌直・平山廉2000「ナガラ原東貝塚から出土したカメ類について｣、「考古学研究室報告」第36集

・宇田津徹朗・藤原宏志2001「ナガラ原東貝塚出土土器および遺跡土壌のプラント・オパール分析｣、「考

古学研究室報告」第36集

ナガラ原東貝塚の発掘調査は、熊本大学考古学研究室による実習調査ならびに科学研究費による共同研究

として起案され、沖縄県教育庁文化課と伊江村教育委員会の協力を得て実施された。調査期間と調査面積

は以下のとおりである。

・第１次調査：1998年７月５日から７月19日（15日）41.81,2

．第２次調査：1999年７月12日から７月26日（15日）７７．１，２

・第３次調査：2000年７月27日から８月10日（15日）64.35,2

・第４次調査：2001年７月１６日から７月27日（12日）79.05,2

・第５次調査：2002年８月４日から８月15日（１２日）102.8,2

・第６次調査：2009年８月15日から８月29日（15日）42.75,2

・第７次調査：2010年８月27日から９月７日（12日）42.75,2

・第８次調査：2011年９月１日から９月１４日（14日）42.75,2

発掘調査の参加者は以下の通りである。

甲元填之、木下尚子、小畑弘己、杉井健（以上熊本大学教員）

黒住耐二（千葉県立中央博物館)、高宮広土（札幌大学)、樋泉岳二（早稲田大学)、松田順一郎（史跡鴻

池新田会所管理事務所）

第１次調査（○はフィールドマスター、（）内は参加当時の学年、姓は当時のもの）

○藤江望、藤木聡、村崎孝弘（以上大学院１年生)、松嶋木綿子、山崎常美（以上研究生)、石川

まどか、緒方智子、鍛治真理子、亀井菜津子、新里亮人、冨永明子、中川毅人、馬場達也、古野京子、

峯崎麻帆、村上浩明、山口大介、以上学部３年生)、荒木隆宏、河合章行、木村龍生、京極佳子、熊

本茂仁、高橋久美、竹中克繁、橋口剛士、松根恭子、丸山愛、劉軍（以上学部２年生）

第２次調査

○谷直子、亀田学（以上大学院１年生)、緒方智子、新里亮人、中川毅人、村上浩明、山口大介

（以上学部４年生)、荒木隆宏、河合章行、木村龍生、京極佳子、熊本茂仁、高橋久美、竹中克繁、橋

口剛士、松根恭子、丸山愛、劉軍（以上学部３年生)、内田美穂、菊池義明、坂口三輝子、坂元紀乃、

田代理恵、檀佳克、丸地見典、三浦和之、満留花子、宮田安利子、宮本千恵子、安武寛文、矢羽田

幸宏（以上学部２年生)、知念正彦（筑波大学学部４年生)、久高糸子（筑波大学学部１年生）

第３次調査

○新里亮人、中川毅人（以上大学院１年生)、橋口剛士（学部４年生)、内田美穂、菊池義明、坂口三

輝子、坂元紀乃、田代理恵、禍佳克、丸地見典、三浦和之、満留花子、宮本千恵子、安武寛文、矢

羽田幸宏（以上学部３年生)、安部茂明、伊福修三、江頭俊介、芝康次郎、西嶋剛広、前田耕輔、

松本周作、村田勉（以上学部２年生）

第４次調査

○木村龍生、呉伴錫、緒方智子、河合章行、竹中克繁（以上大学院１年生)、安部茂明、江頭俊介、

芝康次郎、西嶋剛広、前田耕輔、松本周作、村田勉（以上学部３年生)、上野平優紀、仙波靖子、
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中里陽道、中田伸一、仲矢咲紀、前田知聖、村上彩、望月大輔、（以上学部２年生)、橋本麻子（明

治大学卒業生)、名烏弥生（慶応義塾大学大学院生）

第５次調査

○檀佳克、荒木隆宏、橋口剛士、宮本千恵子（以上大学院修士課程１年生)、新里亮人（大学院博

士課程１年生)、江頭俊介、芝康次郎（以上学部４年生)、上野平優紀、仙波靖子、中里陽道、中田

伸一、仲矢咲紀、前田知聖、村上彩、望月大輔、森幸一郎、安元香名美（以上学部３年生)、青

山陽介、壱岐尾可奈子、沖謙介、神川めぐみ、児玉幹、斎藤仲太郎、三宮慶太、末永浩平、高橋

直人、八郷芙美、麓晃、前田真由子、松ケ野恵（以上学部２年生)、石丸恵利子、久保山啓成（京

都大学大学院生)、緑川弥生（慶応義塾大学大学院生）

第６次調査

○高松あゆみ、弘中正芳（以上社会文化科学研究科博士前期課程１年生)、山野ケン陽次郎（社会文

化科学研究科博士後期課程１年生)、赤崎恵、汐除あずさ、柴田亮、田中麻里子、中原有彩・松

尾慎太郎（以上学部３年生)、内海充貴、甲斐郁、金子真夕、塩谷和音、東佳苗、平木琢、宮

田期太郎、安田未来（以上学部２年生)、松本周作（大成エンジニアリング）

第７次調査

○松崎友理（社会文化科学研究科博士前期課程１年生)、弘中正芳（社会文化科学研究科博士前期課

程２年生)、山野ケン陽次郎（社会文化科学研究科博士後期課程２年生)、柴田亮・中原有彩（以上

学部４年生)、内海充撹、甲斐郁、金子真夕、塩谷和音、東佳苗、平木琢、宮田朔太郎、安田

未来（以上学部３年生)、大塚奈歩、鬼木しおり、志賀健史、留野優平、中谷美由紀、原田孝典、吉

田あかり（以上学部２年生）

第８次調査

○柴田亮（社会文化科学研究科博士前期課程１年生)、金子真夕（学部４年生)、大塚奈歩、鬼木し

おり、志賀健史、制野優平、中谷美由紀、原田孝典、吉田あかり（以上学部３年生)、入江由真、岡

田有矢、河村美沙、黄訳民、原梓、森拓馬、輿嶺友紀也（以上学部２年生)、服部瑞樹（九州

大学大学院人文科学府修士課程１年生)、香川将慶（国士舘大学文学部３年生）

平成21～24年度科学研究費補助金基盤研究（Ａ）にかかわる共同研究のメンバーは以下のとおりである。

(五十音順、敬称略、所属は当時）

安座間充（金武町教育委員会)、石丸恵利子（熊本大学)、小畑弘己（熊本大学)、祁谷厚昭（金城町石畳

地質研究所)、川口陽子（筑紫野市教育委員会)、河名俊男（琉球大学)、岸本義彦（沖縄石器研究会)、甲

元填之（熊本大学)、黒住耐二（千葉県立中央博物館)、新里亮人（伊仙町教育委員会)、新里貴之（鹿児

島大学)、杉井健（熊本大学)、高宮広土（札幌大学)、樋泉岳二（早稲田大学)、中村悪（北谷町教育

委員会)、中村友昭（鹿児島市立ふるさと考古歴史館)、中村直子（鹿児島大学)、中山清美（奄美市教育

委員会)、松田順一郎（史跡鴻池新田会所管理事務所)、宮城弘樹（名護市教育委員会)、盛本勲（沖縄

県教育庁文化財課)、山崎純男（高麗大学校考古環境研究所)、山野ケン陽次郎（鹿児島大学）

平成21～24年度科学研究聾補助金基盤研究（Ａ）研究課題番号21242027にかかわる経費は以下のとおりで

ある。

平成21年度直接経澱4,600.000円間接経費1,380,000円

平成22年度直接経費3,500,000円間接経費1,050.000円

平成23年度直接経我3.700,000円間接経費1.110.000円

平成24年度直接経費3,600.000円間接経費1.080,000円

本書第１部の執筆者は、以下のとおりである。それぞれの執筆箇所の本文末に姓名を記載した。これ以外

の部分については、木下尚子が担当した。
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新里亮人：第１章１，２，３

松本幡郎：第１章４

松田順一郎：第４章第１節２，３

典嶺友紀也：第１章第４節1.1.2．

高宮広土：第４章第４節2.1．

樋泉岳二：第４章第４節2.2.1．

当山昌直・平山廉：第４章第４節2.2.2

字田津徹朗・藤原宏志：第５章ｌ

鐘ケ江賢二：第５章２

山崎純男：第５章３

本書の作成にあたり、河村美沙、黄訳民、森拓馬、山本瞭平、典嶺友紀也の各氏の協力を得た。

本書の編集は、谷直子（第２次調査フィールドマスター)、新里亮人（第３次調査フィールドマス

ター)、安田未来（第６次・第７次調査参加者)、柴田亮（第８次調査フィールドマスター）の協力を
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